
運行前にディスク・ホイールの取付状況（ナット緩み・脱落、ボルト付近さび汁、ボルト突
出不揃い・折損）について確実に実施する。日常点検
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「タイヤ交換作業管理表」に基づき、適切で確実な交換作業を行う。特にナットとワッシャー
の隙間に給脂することを忘れずに行う。（給脂しないと規定の締め付けトルクで締め付けて
も、所定の軸力が得られないため）

タイヤ交換後、５０～１００ｋｍ走行後に増し締めを確実に行う。

昨年末に岩ト協会員事業者に配布した「ホイールナットマーカー」を活用し、日常点検におけ
るディスク・ホイールの取付状況の確認の一助にご活用下さい。

『陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン』にある「墜落・転落による
労働災害の防止対策」「転倒による労働災害の防止対策」の徹底を図る。

荷役作業時の
安全な

ロールボックス
パレットの取扱い

荷役作業時の
「墜落・転落」
「転倒」防止

①『ロールボックスパレット使用時の労働災害防止マニュアル（安全に作業するための８つの
ルール）』を遵守する。
②『改良しましょう ロールボックスパレット３つのポイントを提案します』を周知・活用する。
③『ロールボックスパレット 使う前の５つのチェックリスト』を活用する。

「下期の交通事故・労働災害防止に向けた重点項目」に係る指導用資料
を岩ト協ホームページに掲載しております！必要な資料のダウンロードが
できます。ホームページアドレス https://iwatokyo.or.jp/
※パソコン環境により資料をダウンロード（印刷）ができない会員事業者は、岩ト協
業務課までご連絡下さい。必要な資料を印刷して郵送いたします。 ☎019‐637‐2171

ここをクリック！


